


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年代 左座 右座 向座 その他
元文二年
（一七三七）月番・大衆・衆外 御弟子中
行者・代
官・各庵 横木の間に帳場
元文四年
（一七三九）月番・大衆・衆外 御弟子中・所化中
行者・代
官・各庵
元文六年
（一七四一）
月番・良正院・大衆
中・衆外 弟子中・好身衆
行者・代
官・各庵 横木の間に帳場
寛保二年
（一七四二）
月番・良正院・大衆
中・衆外
弟子中・好身衆・帳
場
行者・代
官・各庵
寛保三年
（一七四三）
月番・良正院（無住）・
大衆中・衆外
弟子中・好身衆・帳
場
行者・代
官・各庵
延享元年
（一七四四）
月番・良正院・山内
大衆中・衆外
弟子中・由身衆・所
化中
行者・代
官・各庵
延享二年
（一七四五）
（首座）月番・良正院
（欠席）・大衆中・衆外
弟子中・好身衆・帳
場
行者・代
官・各庵
延享三年
（一七四六）
月番・良正院・山内大
衆中・衆外
弟子中・由身衆・所
化中
行者・代
官・各庵
延享四年
（一七四七）
月番・山内大衆中・衆
外
弟子中・由身中・所
化衆
行者・代
官・各庵
延享五年
（一七四八）
月番・良正院・山内大
衆中・衆外
弟子中・由身中・所
化中
行者・代
官・各庵
＊元文三年（一七三八）は詳細な記載が無く、元文五年（一七四〇）は前年の門主（尊胤法親王）薨去をう
けてか、韋駄天前での勤行のみが行われている。
知恩院「韋駄天立像」の見た正月二日

二
年
は
大
茶
堂
で
の
御
祝
儀
の
後
、
さ
ら
に
御
対
面
所
で
の
御
祝
儀
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
対
面
所
で
の
御
祝
儀
に
は
月
番
・
両
院
・
弟
子
中
・
所
化
中
の
「
御
丈
内
」
が
参
加
し
、
行
者
・
侍
中
が
縁
側
に
控
え
て
い
る
。
こ
の
御
丈
内
の
参
加
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
御
祝
儀
は
韋
駄
天
前
で
の
勤
行
、
大
庫
裏
で
の
規
式
と
い
っ
た
公
的
な
儀
式
よ
り
も
、
私
的
側
面
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（　
小
庫
裏
の
大
黒
天
像
御
拝
　
寛
保
二
年
か
ら
は
第
（
節
で
見
た
よ
う
な
大
庫
裏
で
の
規
式
と
大
茶
堂
、
御
対
面
所
で
の
御
祝
儀
の
間
に
、
小
庫
裏（
現
月
光
殿
）
の
大
黒
天
へ
の
御
拝
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
大
庫
裏
で
の
規
式
の
後
、
小
庫
裏
に
立
ち
寄
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
勤
行
が
な
さ
れ
て
い
た
か
は
記
載
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
こ
の
大
黒
天
へ
の
御
拝
は
韋
駄
天
前
で
の
勤
行
と
は
異
な
り
、
小
規
模
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
寛
保
二
年
、
延
享
二
年
は
大
僧
正
に
月
番
と
山
役
の
み
の
御
共
と
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
保
三
年
に
は
、
月
番
・
両
院
・
大
衆
中
が
大
庫
裏
よ
り
退
散
し
て
い
る
よ
う
に
、
山
内
挙
げ
て
の
勤
行
と
は
限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
5　
門
前
八
町
年
寄
と
韋
駄
天
　
さ
て
、
享
保
十
四
年（
一
七
二
九
）の
正
月
元
旦
の
記
事
に
、
門
前
八
町
年
寄
が
手
樽
一
・
牛
房
一
台
・
薯
蕷（
山
芋
）一
台
を
献
上
し
た
後
、
御
十
念
を
受
け
、
大
庫
裏
韋
駄
天
前
で
雑
煮
を
振
る
舞
わ
れ
た
記
事
が
あ
る）（
（
。
門
前
八
町
と
は
現
在
の
京
都
市
東
山
区
の
石
橋
町
・
古
西
町
・
三
吉
町
・
元
町
・
松
原
町
・
梅
本
町
・
中
之
町
・
西
之
町
の
地
域
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
知
恩
院
が
独
自
の
領
域
と
し
て
管
掌
し
、
代
官
を
置
い
て
い
た
。
　
こ
の
門
前
八
町
年
寄
の
年
始
の
登
山
は
毎
年
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）5
（
。
門
前
八
町
年
寄
か
ら
す
れ
ば
元
旦
に
韋

駄
天
前
で
振
る
舞
わ
れ
る
雑
煮
を
食
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
年
の
始
め
に
知
恩
院
と
の
縁
を
新
た
に
結
び
直
す
、と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
近
世
の
知
恩
院
で
は
毎
年
正
月
二
日
に
韋
駄
天
前
で
の
勤
行
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
韋
駄
天
」
は
知
恩
院
大
庫
裏（
食
堂
）の
本
尊
で
あ
り
、
年
始
の
勤
行
で
あ
っ
た
。
勤
行
の
後
に
行
わ
れ
る
宴
席
は
席
次
、
拝
領
の
金
子
の
額
、
盃
が
下
さ
れ
る
順
番
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、「
規
式
」
と
い
う
公
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
知
恩
院
の
韋
駄
天
像
は
正
月
二
日
の
勤
行
・
宴
席
、
ま
た
前
日
の
元
旦
に
は
門
前
八
町
年
寄
が
雑
煮
を
食
す
る
姿
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
韋
駄
天
前
に
お
け
る
毎
年
の
変
わ
ら
な
い
風
景
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
変
わ
ら
な
い
風
景
は
韋
駄
天
像
、
知
恩
院
、
門
前
八
町
年
寄
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
年
を
息
災
に
過
ご
し
、
ま
た
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
証
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の
「
常
の
事
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注（
1
）　
こ
の
韋
駄
天
立
像
に
関
す
る
詳
細
な
所
見
は
近
藤
謙
氏
「
清
涼
寺
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像
の
文
様
と
寺
院
調
査
に
お
け
る
新
出
資
料
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
〇
八
、
（（
〜
92
頁
。）に
詳
し
い
。
氏
は
こ
の
中
で
製
作
年
代
を
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
と
さ
れ
る
。
（
2
）　
知
恩
院
史
料
編
纂
所
で
は
こ
の
日
鑑
を
『
知
恩
院
史
料
集
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
日
鑑
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
今
堀
太
逸
氏
知恩院「韋駄天立像」の見た正月二日

「
知
恩
院
の
「
近
世
」
（『
法
輪
』
第
十
四
号
、
二
〇
〇
七
）に
詳
し
い
。
（
（
）　
元
文
四
年（
一
七
三
九
）の
一
月
二
日
条
に
韋
駄
天
別
当
は
宝
蔵
番
の
中
か
ら
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（
）　
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）一
月
二
日
条
に
門
前
八
町
年
寄
が
御
礼
に
来
る
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
後
の
元
旦
の
恒
例
行
事
の
初
出
記
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）に
門
前
八
町
年
寄
の
記
事
が
無
い
の
は
、
前
年
の
門
主（
尊
胤
法
親
王
）薨
去
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
5
）　
門
前
八
町
年
寄
は
十
二
月
に
も
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
歳
暮
」
と
し
て
山
芋
を
持
参
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
庫
裏
の
韋
駄
天
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
八
町
年
寄
が
持
参
し
た
牛
房
・
薯
蕷（
山
芋
）に
つ
い
て
工
藤
美
和
子
氏
は
、
日
持
ち
が
す
る
品
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（「
知
恩
院
か
ら
の
贈
り
物
」『
教
化
リ
サ
ー
チ
』
第
2（
号
、
二
〇
〇
七
）。
〈
追
記
〉
　
拙
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
写
真
資
料
の
掲
載
の
許
可
、
お
よ
び
知
恩
院
の
建
物
の
変
遷
に
つ
い
て
は
知
恩
院
文
化
財
保
存
局
の
皆
様
、
韋
駄
天
前
の
儀
式
に
関
し
て
は
藤
堂
祐
亨
氏
か
ら
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
